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佐賀大学教育学部陀属養護学校長中 山 最
本校は、昭和53年4月に発足してから18年目を迎えておりますが、その関に 7間の研究発表会を
開催することができ、今回は第 8由自にあたります。
これまでの研究計画の経過を概観しますと、大きく次の 4期に分けられます。第 I期計画(昭和
53年度-55年度)では、児童生徒の社会生活能力の向上・育成をめざす教育のあり方を探究するた
めに、「本校の党童生徒の実態に応じた教育課程の編成と実践」という研究主題を設定し、児童生徒
の実態を正しく把握することから出発しました。第I期計画(昭和56年慶-58年度)では、第 I期
と向じ研究主題のもとで、社会生活能力を高めるために必要な教育内容の編成に取り組みました。
第II期計画(昭和59年度-63年度)では、「児童生徒の特性に適合した教育実践の姿とはどのような
ものかJ という研究主題のもとで、指導法や指導の場及びそれに伴う諸条件を総合した実践的な教
育構造を明らかにすることを試みました。今回の第IV期計画(平成元年度-7年度)では、児童生
徒が「わかった!J、「できた!J という喜びを昧わっている姿を通して、教師自身が児童生徒のた
めになっていることを実感できるように、「変容の実感(その 1はたらく)J という研究主題を設定
し、「小・中・高各学部、家庭、地域のそれぞれの実践を交流し合いながら、“はたらく"ことをテ
ーマにした生活づくりを進めるJ という基本構想、のもとで、 3次計画を立てました。第 1次(平成
元年度-2年度)では「小・中・高各学部のそれぞれの取り組みからの提言」、第2次(平成3年度
-4年度)では「小・中・高各学年間の実践交流J、第3次(平成5年度-7年度)では「家庭、地
域との連携」という柱を立てて、 7年間にわたり実践研究を進めてきました。
今回の研究発表は、第3次分のまとめとして、卒業後の“出口"を意識しながら、児章生詫一人
ひとりの生活全体に自を向け、家珪や地域の人々との連携のあり方についてまとめたものです。小
学部では、「家庭、地域との連携を通して児童期の生活づくりを考えるJというテーマで、 1日の生
活全体を質的に向上させるために、「生活シナ 1):オ」や「生活地国」などの取り組みを通して家庭と
の連携を密にし、近撲の本庄小学校や老人クラブとの交流を深めました。中学部では、「青年期(13-15
歳)の生活づくり」をテーマにして、生徒が“ひとりでできる"ことを自標にし、学校での作業学
習を充実させながら、自主的、主体的な家庭生活づくりや附属中学との交流教育などを進めてきま
した。高等部では、「一人ひとりの特性に応じた現場実習のあり方を求めて」というテーマを掲げ、
作業学習の発展である現場実習のあり方に焦点を合わせ、家賠や地域との連携を探る取り組みを進
めてきました。
この震は、第IV期計画のまとめの発表でもあります。何卒、ご参会の先生方の忌揮のないご意見
やご指導を賜りますようお願い致します。最後に、本校の研究発表に際しましてご後援いただきま
した佐賀県教育委員会、佐賀市教育委員会、佐葉東特殊教育研究会に対して深く感謝の意を表する
とともに、記念講演を快よくお引き受け下さいました佐賀大学教育学部教授溝上筒先生をはじめと
して、指導助言者と可会者の先生方に!享くお礼申し上げます。
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変容の実感(その 1 はたらく)
一一小・中・高各学部、家庭、地域のそれぞれの実践を交流し合い
ながら“はたらく"ことをテーマにした生活づくりをすすめる一一一
[年次計画]
第 1次計画(平成元年茂~平成 2年度)
「小・中・高各学部それぞれの取り組みからの提言
第 2次計画(平成3年度~平成4年慶)
「小・中・高各学部間の実践交流J
第3次言十画(平成 5年震~平成 7年度)
「家庭、地域との連携」
しはじめに
昭和63年度までは、第II期研究計画として「児童生徒の特性に適合した教育実践の姿とはどのよ
うなものか一一指導法、指導形態およびその実践構造-J という研究主題のもとに、子どもが変わる
確かな実践を継続・発展させるための条丹づくりと実践研究を再輪として進めた。その結果、一貫
教育の基盤として 3学部共通の教育構造の明示、集団討議(ティームティーチング)という条件の
確認、そして「もっと身近な、郎、子どものためになっているという実感のある毎日でありたい」
という願いとともに一段落した。
“もっと身近な、時、子どものためになっているという実感のある毎Eでありたい"という声は、
日々の実践結果によって本校の教育構造を改許し続けてきたにもかかわらず、そこに整理されてい
る現状そのものに、まだ、満足できていない託であったということができる。そこには、“一人ひと
りの子どもの生活のよりよい方向への変容から、本人の「わかった!J rできた!J という喜ぴを、
本人や保護者を中心に、伎らを取りまくいろいろな立場の人々とともに分かち合いたい。そして、
その実感を日々の教育実践への新たなエネルギー源としたい"という気持ちの高まりがあり、第IV
期研究計画は、一貫教育をめざした 3学部の教育構造のもと、「日々の実践研究は、即、子どものた
めになっているという実感のある毎自でありたい」という私たちの強い願いから出発した。
2 .第IV第研究計酪のあゆみ
このようにして出発した第IV期研究計画は、「変容の実感 (その 1 はたらく)J をテーマに、
「子どもたち一人ひとりの生j涯教育(生涯学習)という視野に立ち、彼らの将来においてより自立
的な生活を営むことができるようになるために、彼らの人生のもっとも発達する時期を受け持つ、
通過機関としての学校教育に、いったい何ができるか」を追求をしつつ、これまで7年間の研究を
進めてきた。この研究の核となることは、「教育実践の結果は、私たちの教育を受けた子どもたちの
卒業後の生活のありように表れるJ という散しいものであった。
一方で、、内外の特殊教育を取りまく情勢の変化に敏感に対応していくことも、子どもたちの卒業
後の生活像を描く上で重要なことだと捉えた。例えば、ノーマライゼーション、在宅福祉志向の政
策、そして子どもの養育への親の責任を規定した克章憲章の批准などに加えて、佐賀という地域社
会における本校の役割jの確認なども、研究推進上、考慮すべき点であると捉え、以下の年次計画を
立てた。
第1次計踊(平成元年度~平成 2年度)では、「小・中・高各学部それぞれの取り組みからの提言」
として、それぞれ子どもたちの児童期、青年期(中学部:13-15歳)、青年期(高等部:16-18歳)
を受け持って、よりよく育てていくための教育実践を精一杯整えていく努力を、「学校生活づくり」
として取り組んできた。たとえ、高等部でなくても「出口」を意識した生涯教育(学習)の一貫と
して、その時期その年齢と発達段階で、できうる限りの学校生活づくりをしようと、各学部の研究
をi菜めてきた。
-1-
変容の実感(その 1 はたらく)
一小・中・高各学部、家龍、地域のそれぞれの実践を交流しあい
ながら
「変容の実感(その 1 はたらく)J を研究主題に、そして、「小・中・高各学部、家庭、地域
のそれぞれの実践を交流し合ながら“はたらく"ことをテーマにした生活づくりを進める」と
いう基本構想のもとに、平成元年度から、その取り組みを進めている。“生活"が変わると、体
も心も変わり、人間全体が変わると言われる。変容のi原の“生活"に着呂し、児童生誌を取り
まく生活環境(家庭、地域、学校という生活の場所・仲間)と、児童期・青年期というそれぞ
れの持期(発達期:子供たちの人生を見通すという観点)を需軸として生活の営みをとらえ、
学校教育の在り方を探っていく。
{年次計濁}
第1次計画(平成元年度~平成 2年度)
「小・中・高各学部それぞれの取り組みからの提言j
第2次計画(平成 3年麗~平成 4年度)
「小・中・高各学部間の実践交流j
第3次計画(平成 5年度~平成 7年度)
「家庭、地域との連携」
第2次計画(平成 3年度~王子成 4年度)では、その各学部取り組みを知らせ合い、参考にし合っ
て「ひとりの子どもの人生のそれぞれの時期(年齢)を、「出口」を意識してさらに充実させよう」
と、各学部開の実践交流を進めた。そして、生涯教育(学習)を見通した一貫性のある学校教育の
ための教育課程の再編成を、「学校生活づくり」と称した。この第 2次計画で、高等部では、本校の
卒業生が卒業後どのような生活を送っているかの実態韻査を実施し、その結果を高等部の教育課程
の整備に役立てようとした。また、中学部も小学部もそのデータを生かし、各学部間の実践交流に
おいて、それぞれの教育課程の整備をさらに進める努力を続けている。
第3次計画(平成5年度~平成7年度)は、「学校生活づくり」から子どもたち一人ひとりの“生
活と人生"全体に自を向け、生漉教育(学習)のより望ましい、より現実的で宥効なあり方として、
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「家庭、地域との連携」に取り組んできた。「家龍、地域との連携jの実践そのもののあり方を探る
ことから始まった研究でもあった。それは、第 1次、第 2次と深めてきた実践研究を、子どもたち
の家庭や、子どもたちを取り巻き、関わってくださる地域の人々と共有し合い、協力し合って教育
実践を進めること、さらに、家庭や地域の人々からのご意見やご指導を仰ぎながら、私たちの教育
をより有効なものに改善すること、また、その方法(連携のあり方)をつくりあげる取り組みでも
ある。
3 .第IV期研究計麗の経過
学校生活づくりの基本姿勢
今期第 1次、第 2次計画4年間で、児童期、青年期 (13-15歳)、青年期(16-18歳)にそれぞれ
見合うように“生活を変える"という観点から、教育課程を整えていくことを「学校生活づくt)J
として、その際の基本姿勢を、新学習指導要領に基づいて以下のようにまとめた。
(1) 領域・教科を合わせた指導を中心に教菅課程を編成すること
「児童生徒の特性として、生活の中で必要な知識・技能・態度は、実際の生活の中に動作・仔
動として仕組まれていてこそ、生きた知識・技能・態度として身につき、カとなっていく」とい
う、多くの試行錯誤の中で確かめられ志向されてきた。生活を中心とする教育の基本的な考え方
がある。本校研究においても、今期ばかりでなく第II期研究許画のころから、日々の実践研究の
積み上げの中で、この点について確認してきた。
そこで本校においては、より生活そのものに近づける中で自立への力を青なよう、小・中・高
それぞれの学部で独立の創意工夫による領域・教科を合わせた指導を中心に、教育課程を編成す
ることを基本姿勢の 1っとすることを確認している。
(2) 生涯教育(学習)という梗野から社会的自立をめざした、一貫性のある指導内容を整備する
こと
生i産教育(学習)という視野を持った場合、学校教育は、生護教育における児童期から青年期
(13-15歳)、青年期 (16-18歳)という、ひとつの時期を受け持つという考えに立つことができ
る。それは、この子どもたちの、児童期と青年期をどのように理解し、その待期にどのような生
活を準備するかという、生活の系統性に関わる。卒業後の自立的生活をめざして、先輩期、青年
期 (13-15歳)、青年期(16-18歳)を受け持つ各学部の指導内容を、一貫性をもって整備してい
くことが、実践研究を進めていく上でのもうひとつの基本姿勢である。
平成 3年の高等部の「卒業生の実態調査j の結果から、中学部と小学部の時期に身につけてお
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くことが望ましいこと、すなわち教育内容の洗い蓋しを、各学部でも続けている。特に、今期研究
計画において、児童生徒の現在および将来の自立的生活、さらに社会的自立をめざすことを明確化
するために、指導内容を一貫化しようとする研究の視点として、研究テーマに「はたらく J をおい
た。
また、地域との連携において、関係各機関からいただく助言も参考にしていくべきであろう。ど
ちらかといえば発達の段階的に整理したボトムアップ的発想の第I期研究計画期の「指導内容要素
表Jをもとに、今後は、「卒業生の実態調査」や「地域の関係各機関からの助言Jなど、実社会で生
活している成人、さらにその人たちを支援している人々や職場、施設現場などの実態調査による検
証という発想を絡めて、 トップダウン的見地から指導内容を整錆し宜すことは、次期の研究に引き
継ぐべき研究内容であろう。
(3) 発達段踏と生活年齢をバランスヱミく考慮して、館々の指導諜題を選定するように盟意すること
一般的にみても、それぞ、れの時期には、年齢とともに、それぞれに身体的・精神的な発達の諸相
があり、それに相応した社会的要請がある。生活の件関関係の変化や広がり、生活環境の変化や広
がり等がそれぞれの時期を特徴づけ、それに見合って、生活の営みは変わっていく。
本校の研究では、特に今期第 l次および第2次計屈において、生活年齢を重視することの大切さ
を石雀認している。
知的発達障害を持つ児童生徒たちは、前述したように「生活そのものによって、生活する力を身
につける」すなわち、その身につく力とは生活環境によって左右されやすく、育てるように育って
いくということが、いわれ始めて久しい。ここでまた私たちは、教育が児童生徒一人ひとりの人生
を大きく左右するという責任を璃感せざるを得ない。
そこで、社会から要請(期待)される姿、そして、将来の自立への確かな歩みを育むために、発
達年齢また発達段階を考躍しながらも、小学部入学時から生活年齢をも重視して、一人ひとりの指
導課題を選定していくことを、基本姿勢の lつとして確認した。
(4) 集団学警における個別的な配慮による指導の徹鹿と、傭々の指導に関する引き継ぎを徹底すること
4つめの基本姿勢は、惜別の指導と引き継ぎ体制について徹底することである。
この子どもたちの児童期、青年期 (13-15歳)、青年期(16-18歳)に見合った生活の営みの準協
とともに、その生活の営みができるような手だてを講じることが必要になってくる。その視点とし
ては、例えば、高等部においては間近な「出訂」を腕んでの生活として現場実習のあり方、さらに
はその生活を支える家庭生活のあり方、 B頃の作業学習中心の生活の仕組み方、中・小学部におい
ては単元の計画や授業の指導案、 -Bの生活を家庭と連携して整えていくこと、その時期に花、じた
進路指導などが挙げられる。
さらには、克童生徒の身体的・精神的な発達の諸相や行動特性などに対応した樹別的な記慮のた
めの手だてとして、指導技術の向上のための研鍵を積むこと、日々の計画一実践ー評価という指導
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過程を丁寧に押さえていくことで、整備と蓄積を進め、家庭・地域・学校で共有していく。
これまでの研究により、嫡々の個別指導プログラムや情報を個人ファイルに綴じて保管し、指
導の記録・継続指導等に役立てている。このファイルは、卒業後も保管し、進路指導におけるア
フターケアの擦にも役立っている。
また引き継ぎ体制については、各学部内においてはもちろんのこと、卒業して次の学部に入学
する時も学部関の連絡会を持ち、一人ひとりの児童生徒について指導の引き継ぎを行っている。
それまでの研究をふまえて第 1次、第 2次計画の 4年間で、学校生活づくりの基本姿勢を、以
上4本の柱にまとめた。
4 r家庭、地域との連携J
(1) 生涯を見通した学校教青を進めるための研究の姿
今期第 2次計画研究発表会にお 表 1* r生活づくり Jのためのひとつの視点(ライフサイクル)
VI.老人期
V.成人期
いて、 n生活づくり」のためのひ
とつの視点(ライフサイクルLn(表
1)という表にて、人間の発達期
と生活環境の枠組みを示し、その
人の生法において学校教育はどの
時期を受け持つのかを確認した。
学校は一人ひとりの入関の人生に
おいて通過機関でしかないことも
確認した。知的発達締害を持つ児
童生徒の人生において、一時期の
学校教育に何ができるのか、また、
資年綴 *生 j舌 。〉 官F み
をなすべきか、というのが、私
たちの命題でもあった。今期第3
次計画においては、特に「家庭、
地域との連携」をテーマに取り組
むために、表1をもとに新たに表
2 r各発達期における生活環境の
広がり」を作成し、各時期の連携
の主体と対象を明確にした。
幽曲骨白幽“'俳掛嗣骨骨'骨骨宇明.開明事再開ーー.ーー
'骨帽桐明匹司毒事甲車ー..司ー
IV. 青年期16~18歳
(高等部)
資年期13~15主義
(中学部) 家庭、地主義 σ〉
実践交流
11.児童霊期
(小学部) .幽白曲色合ー.曲曲姐.世・h 骨幽明骨岨嗣柵.開亭.明開帽骨開 F明開亭
1.幼児期
1.乳児期
*/発/達/期/生/舌/の寝キ生所のー舌/伸潔埼/明説租/ ) { 悲 庭 土也 域
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(に二:枠は、平成元年度~平成 7年度の取り組みを示す。)
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表2 各発達期における生活環境の広がり
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(2) r家庭、地域との連携」における各学部の研究
4 -(1)一②で述べたように、知的発達障害を持つ児童生徒の教育を、生涯教育(学習)という視
野で見た場合、子どもたちの24時間の“生活'に着自し、「生活の仲間関係の変化や広がり、生活環
境の変化や広がり J に対応していくには、家庭や地域まで合めた生活の営みを考えておく必要があ
り、一日24時間を見通した観点も大事になる。“生活"全体を変え、子どもたちのよりよい成長を促
すために、家庭との深い連携での指導が必要となってくる。そしてまた、彼らの人生という観点か
ら学校教脊の持つ役割を考えたとき、卒業後の生活を十分考慮し、“井の中の蛙"的な教脊のあり方
や、“思いこみの教育"に陥ることを避けるためにも、さまざまな形態、そしてさまざまな角度から、
地域社会との深い連携を図っていくことが重要になってくる。その取り組みを通して、「その時期(年
齢)に見合った学校生活づくり」をさらに充実させていくことができるだろうと考える。
このような考えにたって、今期第 3次計画のテーマに取り組み、第2章に各学部の研究を報告す
る。
{高等部研究の概要}
*高等部では、出口を間近に詑えた青年期の特徴をふまえ、情緒の安定、身体の確立、自立への
道を拓くということを押さえながら、研究を続けてきた。
今回は、卒業後の姿を見通した取り組みの中でも、特に、作業学習の発展である現場実習のあ
り方に;焦点を合わせ、一人ひとりの特性に応じた現場実習のあり方を模索しながら、家庭や地域
との連携を探ってきた。平成5年の現場実習実態調査を受け、県内の実態を知った後の、本校の
実践の一端を、事例をふまえて報告する。
{中学部研究の概要}
*平成元年に「息分たちで取り組む場を増やす指導」をテーマに掲げて始めた第IV期研究計画も
今回でまとめになる。「自分たちでJをキーワードとしていた取り組みも、子どもたちの変容とと
もに「ひとりでできる」をめざせるようになってきた。
今回の第3次計画では、その「ひとりでできる」をキーワードとして、学校では作業学習に重
点をおき、家庭では生徒個々にあった課題を設定して、生徒たちが自主的に主体的に物事に取り
組むような生活づくりをめざしてきた。その実践の一端を、事例をふまえて報告する。
{小学部研究の概要}
*これまで高等部卒業後という「出口」を意識した児童期の教育過程の編成を学校生活づくりと
して取り組み、一人ひとりの子どもたちの生活の質の向上を図っていくという観点から、「生活シ
ナリオJ r生活地図」という実践を通して研究を進めてきた。
今回は、党童期の生活づくりと、「生活シナリオJ r生活地図J による「生活の質の向上をめざ
した家庭、地域との連携のあり方J について、事例をふまえて報告する。
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(3) よりよい連携のあり方を探るための実態調査の実施
平成3年に高等部によって実施された「卒業生の実態調査」 は、非常に重要なデータをもたらし
てくれた。これまでそのデータをもとに各学部の教育内容の洗い直しをしてきたが、次期の研究に
おいてもさらに有効な形で生かしていきたいと考える。
また、第IV期第3次計・歯のまとめとして、私たちの「家賠、地域との連携」の取り組みを一方通
行の自己満足に終わらせないために、連携を深めてきた「家庭J と「地域(今回は関係各機関)Jに
対し、アンケート調査を実施して、今後の課題として、来期研究計画への指標を得ることができれ
ばと考える。
そこで、今回は平成 7年度にパイロットスタディとして研究部中，むにこの調査に取り組むことと
し、この結果については、「卒業生の実態調査」データと照らし合わせながら、第3章の「第IV期研
究計酪のまとめと今後の課題」で取り扱うことにする。
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